インリアル・コミュニケーションで自閉症児の合目的的行動を誘発した学生の学び(その2)：2日間実習実践記録分析 by 大園 孝子 & 金子 道子
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I.は じめに
看護学生の多くは子どもとのふれあいの体験
が少ない。又, 自開症の子どもたちは,人 とい
う存在への不安が大きく,心の支えとしての人
間関係を結ぶことに難しさをもっている。小児
看護学では, この両者が 2日 間という短期間
の実習で,相互関係を形成する過程を経て,そ
の支援までの教育効果を目標としている。その
模索でインリアル・コミュニケーション技法に
出会い,H16年 か ら小児看護学の講義と実習
に取入れた。
インリアル教育観,(1)子 どもを尊重したア
プローチに保育方法に関する原理と(2)大人主
導型から子ども主導型であることである。この
教育観は,また,子 どもの権利条約を遵守し,
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要    旨
目的 本研究は、小児看護学実習で, 自開症児の合目的行動を可能にした看護学生によ
るインリアル・コミュニケーション効果の実態を明らかにする。さらに,教授し
たインリアル・コミュニケ~ン ヨンの原則と方法の効果的応用を考察する。
方法 重症心身障害児通園施設での 2日 間実習で,自 閉症児を受け持った看護 3年次
学生の実習体験記録の意味的・説明的要約分析を行った。
結果と考察
2日 間の実習全場面で,イ ンリアル・コミュニケーションの観察 。理解・傾聴により,
自開症児特有の言葉かけにより児からの諸反応を引き出し,児の合日的行動を誘導する
看護学生の基本姿勢が立証・考察できた。
キーワー ド :イ ンリアル・コミュニケーション,自 閉症児,合目的行動の誘発 ,
看護学生
対人関係に不安をもつ障害児には,マズローの
基本的欲求の安全・安心の保障を実感できる関
わりが必要と考えたからである。
此度,A学生はインリアル・コミュニケーショ
ンで自閉症児との遊び等を通して児との強い絆
を結び,児の合目的行動を巧みに誘導し, 自閉
症を感じさせない児の反応を実習記録にした。
そ こで,(そ の 1)で は,学生実習目標 。実習
感想の分析,(そ の 2)では 2日 間の学生の実
習記録の分析から学生の学びを明確にすべく,
この研究に取り組んだ。
Ⅱ.イ ンリアル・コミュニケーションの概念枠
組み
1.イ ンリアル・コミュニケーションの概念と
方法
インリアル (イ ンリアル・コミュニケーショ
インリアル・コミュニケーションで自閉症児の
合目的的行動を誘発した学生の学び (そ の 2)
ン)の 歴史は 1974年 アメリカでワイズ,R
博士 とヒューブレイン,E女史によって言語
発達遅滞幼児に対する言語指導の一つとして
開発された。1980年 代 に,イ ンリアルはコ
ミュニケーションに基礎をおく学習促進法とし
て,広義のコミュニケーションや学習の問題
を扱い, 1984年 ,「INREAL:Inter Reactive
Learning Cornlnunication (本 目互 に反 応 lン
あうことで,学習 とコミュニケーションを促
進す る )」 とした。現在は 「INREAL:Inter
Reactive Learning」 の名称に改めている。
1)イ ンリアルの教育観は,(1)子 どもを尊重
したアプローチに保育方法に関する原理 と
(2)大人主導型から子ども主導型である。①
子どもは環境との相互作用において経験 し,
刺激を受けて成長・発達する。②自発性の原
理,子どもから生じる意欲を大切にする。③
遊びの原理,「 遊び」 という活動の目的は,
過程そのものである。④くり返しの原理,子
どもは同一の遊びをあきるまで繰 り返す。異
なるものを与えるのではなく,す こしずつ変
化,向上したものを周囲に準備する。
2)イ ンリアルを理解するための原則 と方法
は,(1)コ ミュニケーシ ョンの原則,(2)大
人の基本姿勢の第一段階は,SOULを守る。
Silence(静かに見守ること),Observttion
(よ く観察す ること),Understanding(深
く理解すること),Listening(耳 を傾けるこ
と)で誠実に応じる。(3)大人の基本姿勢の
第二段階は,子 どもの問題改善を目的にした
意味あるかかわ りで発達を援助する。(4)大
人のことばかけは,言語心理学的技法を活用
している。
ミラリング :子 どもの行動をそのまま真似す
る
モニタリング :音声や言葉をそのまま真似す
る
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パラレル・ トーク :子どもの行動や気持ちを
言語化する
セルフ・ トーク :自 分の気持ちや行動を言葉
にする
リフレクティング :子どもの云い誤 りを正し
く言い直して聞かせる
エキスパッション :子 どもの言葉の意味的,
文法的に広げて返す
モデリング :子どもに新しい言葉のモデルを
示す
2.イ ンリアルの教育での活用法
本学学生は 1年次にコミュニケーション技
法を,2年次後期にグループダイナミックスの
合宿授業 (二泊三日)を既習している。そして
小児看護学でインリアル・コミュニケーション
の紹介を行い 学生が子どもに関わる際に必要
な大人としての基本姿勢と子どもとの関係作 り
の強化を意図した教育をしている。
インリアル・コミュニケーションは行動レベ
ルの表現で,技法の優先を危惧する声もある。
しかし,実際にインリアル・コミュニケーショ
ンの基本理念や保育方法に関する原理を理解し
た上で用いてみると,重症心身障害児通園施設 ,
保育園実習で子どもを知らない学生達が子ども
の笑顔に出会い,子どもをかわいいと感じ,相
互作用が生まれる実態がある。
相互作用がうまれると,学生は児の行動の意
味を考え,施設・保育園の指導員のア ドバイス
を得て,根拠をもってインリアル・コミュニケー
ションを用いることができるようになる。さら
に,その後の小児病棟の実習でインリアル・コ
ミュニケーションを活用し,機嫌の悪い児でも
学生に関心を示し,関係作 りを容易にしている。
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Ⅲ.本大学における小児看護学の位置づけと授
業展開
1.小児看護学関係の授業時間
本大学ではライフサイクルに重きをおいた統
合カリキュラムを再編し,小児看護学関係の授
業時間は,次のように変更 した。授業は 1年
次の発達援助論 10時間, こども援助論 (小児
疾患含む)は 2年後期 30時 間と 3年前期 30
時間合計 60時 間である。その他,3年前期に
家族看護論の中で乳児期の子育て支援と小児虐
待が 6時間ある。
2.学生の学習目標および子どもの対象理解と
関係形成のための授業展開
1)学生の学習目標は,以下の 6項 目として
いる。
(1)知識 と技法の理解。(2)対象理解。(3)小
児との関係性の構築。(4)小児と学生との言
語化 。合目的行動をする。(5)学生自身が主
体的に知識 と体験の統合を図る実習への活
用。(6)イ ンリアル・コミュニケーション技
法を使って実習記録の整理と評価ができる。
2)小児に関する知識と関係形成技法の理解の
ための授業展開
学生は,次の順番で小児に関する知識とイ
ンリアル・コミュニケーション技法を学ぶ。
① 「胎児期からの母子相互作用」②脳科学の
視点か ら「脳のミステリー」 (ミ ラーニュー
ロンと共感)③ 「さくらんぼ坊や 1」 のビデ
オ学習で,子 どもの発達のイメージ化,④児
の内面世界の各発達段階別特徴を絵と文字で
表現することを課す演習,⑤各学生のイメー
ジを全員で共有,⑥最後に,「インリアル・
コミュニケーション」により児との関係づく
りの基本を知る学習
3.対象理解,子どもとの関係形成の実習
小児看護学に関連する実習は,1年次の保育
園実習 1日 間,3年後期に保育園実習 3日 間,
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重症心身障害児通園施設 2日 間,小児病棟実
習 6日 間 (実習前後学内実習 3日 間を含む),
その他,保健センター等で約 1週間地域看護
実習である。実習を通 して,前記学習目標 (1)
～ (6)を 達成する。
Ⅳ.先行研究
1)内田等の 「精神遅滞児のコミュニケーショ
ンに関する研究 」
1)は,精神遅滞児にインリ
アル・アプローチを 3年 間にわた り試みた
結果,子ども主導によるコミュニケーション
を成立させ,動作概念や理解言語を獲得した
ことを実証したものである。
2)筆者 らは本論文 と同じデータを用い, 自
閉症児への看護介入について先行研究を行
い,次に示す学生による 13介入実態を導き
出し,(1)実習前の目標と行動計画の作成,(2)
児の見守 り,発達観察 と次なる行動の発想 ,
(3)第一段階,児の世界に入る,(4)児に適度
な距離感を与える,(5)児の気持ち・行動の
言語化のくり返 し,(6)自 発性・快のリズム
音の活用,(7)第二段階,内面世界に入る,(8)
児の意思表示を代弁,(9)学生のセルフ・トー
クによる誘引行動,(10)行動モデルの提示 ,
(11)児 の行動や気持ちの代弁行為,(12)目 的
と言葉と行為の一致による児の気持ちと行動
の目的化,(13)児 の自発性の助長ができた
学生側の介入要因は,①児の発達レベルの判
断,②児の気持ちの理解,③意図的な快の刺
激,④安心,安全の保障,⑤感情,欲求の受
容であった 。
2)
分析結果から,「学生の児に対する 13の 目
的的行動誘発行為と児の世界」の図にまとめ
た。
V.研究目的
1.小児看護学実習で, 自閉症児の合目的行動
インリアル・コミュニケーションで自閉症児の
合目的的行動を誘発した学生の学び (その 2)
を可能にした看護学生によるインリアル・コ
ミュニケーションの実態を明らかにする。
2.看護学生の効果的なインリアル・コミュニ
ケーションの用い方に,教授したインリアル・
コミュニケーションの原則と方法がどのように
応用されていたかを明らかにする。
Ⅵ.研究方法
1.研究データ
B大学看護学部小児看護学 3年次後期重症心
身障害児通院施設 2日 間実習時の A学生実習
記録
実習記録
① A学生実習目標・行動計画の記録
②実習 1日 目・2日 目実習実践記録
③ 2日 間実習の感想記録
2.データ分析方法
1)A学 生実習目標・行動計画記録
(1)同 記録全文を意味ある文章毎に文節に区
切る
(2)文節に区切 られた実習目標・行動計画記
述内容の意味を要約するために意味的要約分
析する
2)実習 1日 目 。2日 目実習実践記録
(1)実習実践記録を実習場面ごとに分ける
(2)各実習場面について実習場面の概要説明
する
(3)各実習場面をインリアル・コミュニケー
ションの実態あるいは効果の観点から分析す
る
3)2日 間実習感想記録
(1)感想記述内容を意味ある文節に区切る
(2)意味ある文節に区切 られた各文節の文意
から学生の学びを抽出し,その学びを要約す
る
(3)学びの要約をさらに要約して記述テーマ
とする
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3.データ分析の科学性・客観性の確保
1)イ ンリアル・コミュニケーションの基礎的
理論の修得と小児看護学教育への応用につい
て実践と修練を蓄積してきた大園が,主とし
てインリアル・コミュニケーションに関する
分析を行った
2)大園の分析結果に関して,イ ンリアル・コ
ミュニケーションの基礎理論と実践応用に初
心者であるか,看護学 。看護教育学特に実習
指導について修練と研究を重ねた金子が,大
園の分析結果が実態と理論を結合したもので
あるかどうかを熟慮・検討し,修正を加えた。
Ⅶ.研究対象
1.A看 護学生 B大学看護学科 3年次生
2.A看 護学生受け持ち児紹介
1)4歳男児,重度の自閉症, 2)児は言葉で
伝えることや共同注意ができない。
3)園における児の行動 。課題 (園の説明 )
①「強く噛むことがあるので,痛いというこ
とを伝えて下さい。」「児が噛むのはじゃれ合
うとかの前に,触覚の感覚を楽しんでいる。
固有感覚がすごく鈍いので噛むのもカー杯で
ある。」
②「障害児は感覚入力に課題がある。児は行
動を感覚的なものから,合 目的なものに変化
させる取 り組みを行う。」
Ⅷ.倫理的配慮
A学生には,実習記録で実習成績を評価 し
単位認定を行った。その後,実習記録を小児看
護教育向上のための研究に活用したいこと,研
究以外には用いないことを口頭で伝え,快諾を
得られた。学生が担当した児については,個人
が特定されない記録内容であった。施設には実
習記録を研究に用いることを申し出て了解を得
た。
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表 1 実習 1日 目の実習場面と各場面の場面説明及び分析結果
場面 No 場面状況
場面説明
インリアル・コミュニケ~ン ヨン分析
(午 前 )
1.砂場での遊びの場面
ミラリング ,モ ニタリングをしながら「あ一あ― ,が一
が一」 といえば ,そ れを真似 した り ,階段を上れば , ‐緒
に上った りしたが ,児は一人で歩き回る。
1～ 3の場面説1月 :
児に寄 り添い 児の 1世 界も大切にして .さ らに児と学牛の気持ち
の言語化で .児に見通しと安心感を与える学生
〈分析 〉
1)一 ●最初 .学生はミラリング .モ デリングをくり返し大人の存在
にきづかせ ,イ ンリアル・コミュニケ~ン ヨ´の原則である ,イ )
児の発達のレベルに合わせる ,口 )遊びの主導権を児に持たせる ,
ハ)児のリズムに合わせる .を 守 り児に寄 り添っている。
i)一 ●その後 ,パ ラレル・ トーク .セ ルフ・ トークで児と学生の気
持ち・行動を言語化 し .さ らに学生のリズムのある音による表現
を加えることで ,児 に楽 しそう,お もしろそうという感覚を与えた。
i)一 C.こ の結果 ,児が学生の存在を意識し学生の手を握 り ,さ らに
|||を 見たい欲求を抱っこというジェスチャーにまで表現できたと
思われる。
五)― ]共 同注意のできない児であるが .学生が自然体で受け入オlる
ので .児 も自然に学生に寄 り添っている。
ii)-2さ らに児のニーズを学生が自然に言語化し .児の欲求に答え
ている。このことは .児 に安心感を与え ,児 と学生が時間を共有
している。
1)-0こ の結果 ,学生は児の課題である感覚的な行動を合目的な行
動にするために ,鬼 の欲求を 「中を見るのに～ します」 と言語化
することで ,見通 しを持たせている。
2芋堀りに行った場面
芋を触っても近くで見ても日線は違う所を見ており .草
むらの所に行ったりきたりしていた。児には児の思いが
あると思って無理に芋堀りに注意を向けさせず ,児の世:界
を大切にした。
3お もち■の車のタイヤを回していた場面
車に乗って砂場の坂を何回も下 りる動作を何回も繰 り
返 したので ,「 タイヤがクルクルー」「いっばい回ってるね
と言って児と同じ動作をし ,「 タイヤはクルクル回ります_
「クルクル早いで一す」
・
不思議だね」「おもしろかつた ?_
等と声をかけた。すると ,ま たくり返し手を握ってきた。
そ して引っばって窓の下で、抱っこのボーズをしたので
「中が見た tヽ の ?」 「何しているのかな ?」 「中を見るのに
抱っこしま一す_|と 児の思いを目に出し ,その意味を伝え
たりして抱っこした。
(午後 )
4運動会の練習場面
一人で走ったり動き回っているが ,正面から向き合って
一緒に走った り笑顔で児にかけよるとだんだん児か らも
寄 り添ってくれた。
4～ 6の場而説明 :
学牛1の 笑顔・表情を変え児と共にする行動 ,児 と学生の気持ちの
言語化により学生に飛び込む児の行動
く分析 〉
i)午後 .学生は児に笑顔で正面から向き合い児と行動を共にする
ことで ,児が徐々に寄 り添っている。
il)さ らに児と飛んだ り手をつないだ り .表情を変えてみせるなど
動きのある学生の行動が ,児の実顔を引き出している。
■)― ●さらに 6で学生はモデ リング ,パ ラレル・ トークを繰 り返し .
快の刺激 となるような音 (ホ ンホンなっているね )を表現 し,児の
ニーズを言語化 し ,児 が自然に行動できるよう抱っこのポーズを
受け入れている。
il)一 ●これ |ま .午前 |こ 児の表現方法を引き出せた結果 ,児 が自分の
気持ちを仕草であるが ,表出できたと考える。
5児がよく飛ぶ場面
緒に飛んでみたり ,そ の時に手をつないだり表情をか
えた りすると笑顔もみせるようになった。
6 おやつの時間にポップコーンをとうもろこしの種から
先生が作った場面
児は飛び跳ねたり ,ホ ップコーンの方を見たリウロウロ
していた。一緒に動いたり,「 ホッフコーン,ボ ンポンなっ
てるね」「おいしそうだね」 と芦掛けし児の近くにいると
膝の上に乗って ,ホ ットブレー トを覗くので ,「 見たい
'と聞き,抱っこのポーズにすぐ来てくれた。
7 体育館に移動して靴をぬいで ,そ のまま走ろうとした
場面
靴を人ねる目的を明 らかにする為に「先生の靴 も靴箱
に入れます」「○ くんも入れるかな ?」 と言って入れたら ,
言葉による反応はなくても ,児 はきちんとその動作ができ
た。
7の場而説明 :児が合日的行動を容易にする気づきへのセルフ・トー
クとモデル提不
く分析〉
1)イ ンリアルでは児の行動を感覚的なものから合目的なものへ変
化させる時には .児 の主体性より.児の課題達成のため ,大 人がモ
デルを提不していく。
ii)学 生は押し付けにならないで気づくようセルフ・ トークを用い ,
そしてモデルを不し ,児 もできるか問う手法は児の行動の困難性
を容易にしている。
8外 を見ている場面
常に側にいるのではなく外を見ている時とか ,一人の時
間も大切にした。
8の場而説明 :児 が楽な距離感
〈分析 〉
人間はいつも活発に動いているものではなく .誰 しも時には一人
でボー ッとしたいものである。学生は児が考える間を与え ,児 の世
界を大切にしている。 これは児に適度な距離感を与え ,楽な感覚を
与えたのではなかろうか。
インリアル・コミュニケーンヨンで自開症児の
合日的的行動を誘発した学生の学び (そ の 2)
Ⅸ.結果・考察
1.実習場面でのインリアル・コミュニケーシ
ョンの看護学生の学びに関する分析結果及
(69)
び考察
1.分析方法
1)A学 生の実習場面でのインリアル・コミュ
表 2 実習 2日 目の実習場面と各場面の場面説明及び分析結果
場面 NQ 場面状況
場面説明
インリアル・コミュニケーンヨン分析結果
(午前 )
9 モニタリングをくり返し ,木渡 り時は手を差し出し ,
また児と距離を置く等の繰 り返 しの場面
モニタリングを繰 り返 し ,児 が飛んだら「ビヨンピヨン」
と言い .木渡 りをしている時は手を差 し出すと 、児も手を
出し笑顔がみられた。ずっとその繰 り返しをして関わ り ,
児の世界に人りこめるように児に近づいたり .少 し距離を
とったりして観察 した。
9の場面説明 :児 の世界に入る為にモニタリングし ,児 との距離感
の取 り方を工夫する学生
〈分析 〉
i)学 牛はモニ タ |リ ングを繰 り返す中で .児 の行動に音を付け ,手
を差 し出すことで .児が学牛に慣れ .手 を出し .笑顔を表出できる
環境を作 り出している。
ii)さ らに児の世界に入り込めるよう ,近づいたり距離を置いた り
して ,児 中心の行動により ,イ ンリアルの第 ‐段階である誠実に
応 じる段階に SOULを 守 り .さ ら|こ 児の行動 |こ 音を付けることで
児を喚起 している。
10ミ ラリング .モ ニタリング .バ ラレル・ トークをくり
返す中で児が学生の存在をとらえ ,手 を出し ,学生を
引っ張る場面
i)砂 の坂を車にのって滑っていたので 「ブーブー」「市
だね ,ブーブー車は坂をすべ ります」「甲いね一 |と 声
をかけなが ら横で ‐緒にミラリングしてすべっていた。
すると , ‐緒のことをしてくれる私の存在をしっか りと
らえ ,すべる前に横に行 くと手を握るよう手を出してき
た。ミラリングやモニ タリングは児の世界にべる為の
基本であると感 じた。
■)園 の上の道路をクラスの児たちが故歩 しているのに気
づき ,自 分もそこに行 こうと壁を一牛懸命登ろうとして
いた。児は言葉が うまく出ないのでバラレル・ トーク
で 「○ちゃん _Lに行きたいんだね」「登 りたいの ?」
と児の気持ちを代弁すると .児 は私の所に来て .手 を
ひっばって私の手を支えに登ろうとした。
11)他 の児が中で遊ぶ姿を見て ,児 もその中:に 乗 りたくて
取ろうとし ,そ の児よ |:]「 ダメ」 と言われた。私が 「他
の車はあるかな P」 と芦をかけると ,児 は他の車を見つ
け 、私の手を握って取 りに行き一緒に滑ることを繰 り返
した。
10の 場面説明:モ ニタリングに音をつけ,さ らにミラリングで「一緒」
という感覚を与える技法で児の世界に入った学生の学び
〈分F}〉
i)― ●学生は共同注意ができない児|■  9を 受けてさらに ,モ ニタ
リングに音を付けている。
1)― ●ミラリングで児に対して 「一緒_と いう感覚を与え ,学生の
存在を児に印象付け ,さ らに学生が自然体で児の側にいることで ,
児|ま 気持ちを学生の手を握る行動として表現できた。
1)-0こ の結果、学牛はミラリングやモニタリングが児の世界に入
る基本である事を実感している。
ii)一 〇児の気持ちの代弁をすることで .人 の手を支えに次にステッ
プアップしようとする場面からの学牛の学び.
H)一 ●児は仲間・先生の散歩を見て ,自 分を行きたいという欲求が
生じている。学生がそれを受け止め ,パ ラレル・トークで児の気
持ちを代弁した。
■)-0児は自分の欲求が伝わったことを確認でき ,学生を支え|こ登
ろうと仕草で表現している。
■)― ●気持ちの代弁 (パ ラレル・ トーク)に よって ,人 の手が次に
繋がる支えになると実感した学生の学び
五)-0他の児が遊んでいる遊具にあこがれ ,そ れをどのように実現
したらいいかわからない児の直接Fl,な行動 lこ ,学生がダメと否定
せず ,~他に車はないかな」と視点を変えさせている。
■)-0そ の結果 .児 が自分で空いている車に気付き ,学生の手を引
く行動は学生を信頼しているから児が不す行動と言える。
i)-0こ の体験から学生は ,人の手が次に繋がる支えになると実感
できた学生の学びの場面である。
11登園して ,そ のまま砂場に出ようとする児の場面
登園して ,そ のまま砂場に出ようとしたので ,感覚的に
動いている児を日常生活の中で合目的に動けるようにす
るため .「○ちゃん ,お 外に行 く時はパ ックを|‖月に入れま
す。靴をもって」と物を見せなが ら一緒にすると片付け
られた。
11の場面の説明 :
インリアルの第二段階である ,意味ある関わ りの段階
く分析 〉
●学生は児が合目的に行動できるように ,児のこれからの行動を言
語化し ,同 時に共同注意ができない児に学生は見せる働きかけを
して ,児は片付けができている。
● これは児が学生との豊かなコミュニケ~ン コンを経験 し .楽 しい
と感 じる体験を通 し .安心感を得て落ち着いて活動ができ 、相手
の意図を受け入れられたと考えられる。
12ごはん前の手洗いの場面
ごはん前の手洗い時も ,た だ手を洗うのではなく 「今か
らごはんだよ。お手は砂がいっばいです。食べる前に手
をキレイに洗おうね_と 芦かけしながら一緒に洗った。
12の場面説明 :
児が分かっても分か らなくて 1),児の行動に合わせて行動の目的
を伝える大切さの学牛の学び
く分析 〉
■学生は児の行動を言語化 し合日的な行動になるよう .児 に見通 し
を持たせる関わりができ.児 と一緒に実行 している。
●その結果 .学 11は 児が分かっても分か らなくても児の行動に合わ
せて行動の目的を言うことが大切と実感 している。
十ヽ後 ,
13低緊張である児の身体状況を知るために ,意 識して児
を抱っこする学生
児が低緊張であることを知 り .意識 して抱つこして ,足
や手に触れてみた。イスに座っていても途中で私の膝に
座っていても .寝そべる感 じになる.時 々 イス■月黍|こ 座
らせることをくり返 しなが ら観察 した。児は着替えの時
も首から手を入れて .自 分で着替えようとする姿勢が見え
たので .「○ちゃん ,自 分で着替えようってがんばったん
だね」等と先生方と声かけし、腕を通 してあげると少しず
つ自分でできていた。
13の場面説明 :
間違っても ,出 来なくても .し てみようとする児の姿勢は大切に
したいと思った ,学生の小児観
く分析 〉
・]学 生は児の身体状況を知るために 、日的をもって .イ スや膝をi舌
用し身体を支える姿勢や児に触れながら ,く |)返 し観察 している。
●児が学生に身体を預けたことは .児が学生に対 し安心の世界がで
きているのが見える。
●また児が ,着替えを自分でする姿から児のできる力を見てとった。
先生方と児の頑張 りを褒める学生の健全な小児観 と知識の相乗効
果で ,~児 のしたい気持ち」を大切にしていると考える。
(70)
ニケーションに関する学びの分析は,1日 目・
2日 目の実習記録分析内容を内容毎の文節に
区切った。その結果,1日 目は 1～ 8,2日
目は 9～ 13の 学習場面に分類できた。(1次
分析 )
2)分類 13場面に,場面状況を端的に表象す
る場面名を付した。(2次分析 )
3)更に、場面状況の類似性に応じて場面統合
した。研究者 らは学生記録を客観的にとら
え, どのような統合場面であるかの場面説明
を行った。(3次分析 )
4)統合場面で学生は、インリアル・コミュニ
ケーション技法をどう用いたかを分析した。
(4次分析 )
2.分析結果
分析方法に従い分析 した結果,実習第 1日
目は表 1「実習 1日 目の実習場面と各場面の場
面説明及び分析結果」に,実習第 2日 目は表 2
「実習 2日 目の実習場面と各場面の場面説明及
び分析結果」に示した。表 1,2共,左枠は場
面 Noと 学生記録による場面状況である。ただ
し,場面名は研究者 らが付した。右枠は研究者
らによる場面説明とインリアル・コミュニケー
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ションに関する分析結果である。
3.実習場面のインリアル・コミュニケーショ
ン分析結果に関する検討と考察
1)13各場面にみるインリアル・コミュニケー
ション分析内容
13各場面にみるインリアル・コミュニケー
ション分析結果は、表 3「実習 13場面にみる
インリアル・コミュニケーション内容」に示し
た。
2)イ ンリアル・コミュニケーション教育観・
原則・方法と分析内容
表 3で 13実習場面に内包されているインリ
アル・コミュニケーション内容イ～クの 28項
目を抽出し、28項 目が学生既修のインリアル・
コミュニケーション教育観 。原則・方法と、ど
う一致あるいは関連しているかを検討した。(イ
ンリアル・コミュニケーション概念枠組参照)
その結果が次の如である。
(  )内イ・口・ハ…は学生インリアル・コミュ
ニケーション分析内容記号
◎印 ;すべての分析内容に認められた項目
A.イ ンリアル・コミュニケーション教育観
◎ (1)子 どもを尊重したアプローチに保育方法
インリアル・コミュニケーションで自開症児の
合目的的行動を誘発した学生の学び (そ の2)
(71)
表 3 実習 13場面にみるインリアル・コミュニケーション内容
13場面 インリアル・コミュニケ~ン ヨンの内容
1砂場での遊びの場面 イ ミランダ 。モデリングヘの繰り返しによる大人依存への気づかせ
・児の発達レベルに合わせる  ・遊びの主導権を児にもたせる
・児のリズムに合わせ児に寄り添う
2芋ほりに行った場合 口 芋ほりに無理に注意を向けさせず児の |‖:界 を大切にした
31■具の車のタイヤを回した場合
′ヽ 'ヽ ラレル・ トーク .セ ルフ・ トークで児と学生の気持ち .行 動を
言1訂ヒした
二 .共 同注意のできない児が学生の自然体での受け入れによ り学生
に寄 り添えた
ホ 児のニーズを学生がバラレル・ トークで言語化し .児 に安心感を
与えた
へ 児の感覚的欲求を学生がバラレル・ トークで言語化するkと お
で合日的行動にさせた
4運動会の練習場面 卜 児と行動を共にすることで児が学生に寄 り添う
5児がよく飛ぶ場面 チ 学生の飛んだり .手 を繋ぎ ,表 1青 を変える行動が児の実顔を引き
出 した
6 1ヽ ウモロコシの種か らホップコーンのおやつを学生が
作った場面
|り 学生はホップコーンの出来る音をモデリング .7、 ラレル・トーク
で表現し,児の興味を誘った
ヌ 学生は児ののぞきたい欲求をバラレル・ トークで表現し抱,こ
の欲求を受けとめた
7体育館に移動し靴を脱いでそのまま走ろうとした場面 ル 学生は靴を靴箱に入れることを押しつけにならないようセルフ
トークを用いてモデリングを行った
ヲ 児が各目的行動をし得るために学生は大人のモデルを不した
8.外 を見ている場面 ワ 学生は児の置界を大切にし 児との距離感を保てた
9児 が飛んだらビョンとムい.木渡 りの時は手を差し出
すなど児と行動を共にした場面
力 学生はモニタリングを繰り返し.結 果児が学生に慣′t笑顔の表 1青
が見られた
ヨ .学生はイン||ア ル・コミュニケーンヨン第一段階の SOULを よ
t]誠実 |こ 応じることで鬼の行動を触発している
10ミ ラリング モニタ llシ グ ,バ ラレル・ トークを繰返
す中で ,児 が学生の存在を捉え .手を出し学 41iを 引っ
張る場面
(1)砂 の坂を中に乗って滑る場面
(11)同 の上の道路に散歩に行 こうとした場面
(■ )他 の児の遊ぶ車で自分も遊びたいと児が思った場面
夕 共同注意できない児にモニタリングで音をつけている
レ ミラ |リ ングで児に '` 緒 ''の感竜を与え ,児が |.1然 と学′卜の手を
握った
ソ 学生はミラリング・モニタリシグが児の世界に入る基本である
事を実感 した
ツ 児の気持ちをバラレル・ トークで代弁することで児の気持ちを
行動に移すことができることを学んだ学生
不 仲間の設歩で自分も行きたい児を学生|ま ′ヽラレル・ トークで代弁
ナ 児は学生のバラレル・ トークで自分の欲求が伝わったことが確
認でき.学生を支えに登ろうとする仕草かとれた
ラ .学生は′ヽラレル・ トークによる,tの 気持ちの代弁で 亡1分 の手が
児の にヽろうとする支えとなることを学んだ
ム 車を探す児に学牛はエキスバツン 」)を 用いて児の行動を拡げ
ようとした
ウ 児|ま 空いている車を見つけ .さ らに学生と手を紫ぎ .引 張った
11登園してそのまま砂場に出ようとする児の場 [Hi ヰ 共同注意できない児が合目的行動をできるよう学4■ま,こ れらの
児の行動を言語化し ,行 動をモデリングした結果 .児は片付けが
できた
12.ご飯前の手洗いの場面 ノ 学生は児の行動をバラレル・ トークで言語化 し .合 目的行動とな
るよう児に見通 しをもたせるように一緒に実行した
13低緊張である児の身体状況を知るために 意識 して児
を抱っこする学生
オ 学生は児の身体状況を知るために椅子や膝を活用 し .児 に触れな
がら.身体を支える姿勢を繰 り視察 した
ク 観察 しなが ら学■は児が自分で着替えをする健全な部分を見て
収つた
(72)
原理を加味する (イ ～ク全部にある )
(2)大 人主導型から子ども主導型
①子どもは環境との相互作用で成長・発
達する原理 (特 にイハ ト)
◎②自発性の原理 (イ ～ク全部にある )
③遊びの原理・遊びの過程 (イ ,ハ ,ホ ,
卜,チ )
④繰 り返しの原理 (特 にイ,力 )
B.イ ンリアル・コミュニケーション原則 と
方法
(1)コ ミュニケーションの原則
(2)大人の基本姿勢 第 1段階 SOUL
Silencc(見守る )(特に口,二 , ワ, ヨ )
◎Observatbn(観察 )(イ ～ク全部にある )
Understandng(理 解 )(イ ～ク全部にある )
◎ Listeing(傾聴 )(イ ～ク全部にある )
◎ (3)大 人の基本姿勢 第 2段階
問題改善を目的とした意味あるかかわりで発
達を援助 (イ ～ク全部にある )
(4)言語心理学的技法の活用による大人の言
葉かけ
ミラリング (イ ,チ,夕 ,ソ )
モニタリング (イ ,力 ,夕 ,ソ )
パラレル・トーク (ハ ,ホ ,へ ,り ,ヌ ,ツ ,ネ ,ヲ )
セルフ・ トーク (ハ ,ル )
リフレクティング
エキスパッション (ウ )
モデリング (り ,ル,ヲ , ノ )
3)イ ンリアル・コミュニケーション原則論等
と学生インリアル・コミュニケーション分
析
内容との関連から明確になった学生コミュニ
ケーションの特性と考察
特性 1
13実 習場面すべてに共通 していた学生コ
ミュニケーション特性
13実 習場面に共通 していた学生コミュニ
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ケーションの特性には次の事があった。
(上記◎印事項 )
A.イ ンリアル・コミュニケーション教育観
◎ (1)子 どもを尊重したアプローチに保育方法
原理を加味する
(2)大 人主導型から子ども主導型ヘ
◎②自発性の原理
B.イ ンリアル・コミュニケーション原則と方
法
(1)コ ミュニケーションの原則
(2)大 人の基本姿勢第 1段階 SOUL
◎ Observation(観 察 )
◎ Understanding(理解 )
◎ Listening(傾 聴 )
◎ (3)大 人の基本姿勢第 2段階 ;問題改善を目
的とした意味あるかかわりで発達を援助
(特性 1の考察〉
A学生は小児看護学施設実習で,重度の自閉
症のため言葉で伝えることや共同注意のできな
い 4歳男児を受け持ち,13の実習場面で主と
して遊び等を通じて,イ ンリアル・コミュニケー
ションをはかり,児 との関係形成と援助を行っ
た。
受け持ち児の特性から,児 とのコミュニケー
ションがとれるためにはすべての場面で上記◎
印事項のインリアル教育観 とインリアル・ヨ
ミュニケーション原則と方法が不可欠であった
ことが証明された。
インリアル・コミュニケーション教育観で
は,子どもを尊重したアプローチがすべてにみ
られたが,言葉表現や共同注意のできない重度
自閉症児を尊重することは看護の初学者の学生
には決して容易なことではない。また,子ども
主導型で子どもの自発性を真に重視することも
自閉症児の特性から大変にむずかしいと考えら
れる。が,A学生はそれをすべての場面で実行
したことを考えると,A学生の優れたコミュニ
インリアル・コミュニケーションで自閉症児の
合目的的行動を誘発した学生の学び (そ の2)
ケーション能力の実態は上記 Bイ ンリアル・コ
ミュニケーション原則と方法のうち,大人の基
本姿勢第 1段 階 SOULの うち,Observttion,
Understanding,Listeningの 三要素と, 大人
の基本姿勢第 2段階問題改善を目的とした意
味あるかかわりで発達を援助するという両者の
基本姿勢そのものであることが裏付けられた。
言葉表現を持たない自閉症児の自発性を尊重
し, 自発性に支えられた遊びや発達を援助する
には, 自閉症児の体と心に入 り込む大人の基本
姿勢第 1段 階 SOULの 観察 と,理解 と傾聴が
重要で,A学生はすべての場面でそれをやって
のけたといえよう。
さらにA学生は, 自閉症児の単なる遊び相手
ではなかった。大人の基本姿勢第 2段階の姿
勢がすべての場面でみられている。 このこと
は,A学生が自閉症児のかかえている問題を理
解し,問題改善を目的とした意味あるかかわり
で自閉症の発達に寄与する援助ができたと解す
ることができる。
即ち,「 A学生は自閉児の発達上の問題を児
の体と心に入り込んで理解し,問題改善のため
に児の自発性を尊重 したインリアル・コミュ
ニケーションSOUL技法で看護的援助をした」
と結論づけられる。
特性 2 自閉症児特有の言葉かけ
B.(4)言語心理学的技法の活用による大人の
言葉かけの結果をみると,A学生の自閉症児ヘ
の言葉かけの特徴がみえてくる。
(1)A学生はインリアル・コミュニケーション
の言語心理学的技法を駆使して,言葉表現,共
同注意のできない自閉症児に言葉かけを頻繁に
行っている。(延べ 23回 )
(2)A学生の言語心理学的技法活用は,パ ラレ
ル・ トーク (8回 ),ミ ラリング (4回 ),モニタ
リング (4回 ),モ デリング (4回 ),セルフ・トー
ク (2回 ),エ キスパ ッション (1回 )の 順で リ
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フレクティングの活用はなかった。
(特性 2の考察〉
A学生が言語心理学的技法の活用で, 自閉症
児に言葉かけをしても言葉表現,共同注意ので
きない児からの言葉による反応は期待すべくも
ない。 しかし,A学 生は 13場面 23回 意図的
に目的を持った言葉かけを行った。そして児も
表 2・ 表 3の分析結果からもわかるように何ら
かの反応を必ず示した。A学生の言葉かけは児
の心と行動に確実に届いたのである。確実に言
葉表現と共同注意のできない自閉症児の心と行
動に届いた理由は,パラレル・ トーク, ミラリ
ング,モニタリング,モデリング,セルフ・トー
ク,エキスパッションの言語心理学的技法の適
切な用い方によるものと言える。
A学生はそれらの技法を講義で学び,実習で
実行してみて児との言葉かけを通じて体得した
と言える。ただし,児は反応を言葉では返せな
いので,A学 生は言葉かけをする前に,その
時,その場の児の心と体を SOULで充分に理
解していないと,適切な言葉かけは困難であろ
う。がしかし,SOULができた学生だからこそ ,
言語心理学的技法が活きたと考えられる。言語
心理学的技法活用のうち,パ ラレル・ トークの
活用が最も多かった。
パラレル・ トークは子どもの行動や気持ちを
言語化して表現するものである。自分の気持ち
や欲求を言語表現できない自開症児にな り代
わって,A学生は児の気持ちや欲求を表現した
のである。A学生は児の気持ちや欲求の代弁者
の役割を果たしたのである。言葉表現できない
児は,学生の言葉が自分の気持ち 。欲求に一致
した時,理解者・援助者として,学生に寄せる
絆の強さはより強固なものになる。学生はそれ
をやってのけたといえる。
一般に自閉症児はある特定の大人と愛情・依
存関係を結ぶことが希薄といわれている。学生
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の実習記録で見る限 り,学生と児との関係は相
当に絆の強さが伺われる。それは学生の方か ら
の 自発性の原理 をふ まえた SOUL基本姿勢が
児にはた らいていたか らであった ことが絆の強
さに影響 したと考え られる。
今 回は 言語心理学的技法 の うち,lリ フレク
テ ィング技法は 1度 も用 い られなかった。 リ
フレクティングは,子 どもの言い誤 りを正 しく
言い直 して聞かせることである。児は言語表現
ができないことか ら,言い誤 りを正す こともな
かった結果 とみることができる。 自開症児には
よ りSOUL基本姿勢が重要である ことが証明
されたと考えることの方がよ り適切である。
特性 3 学生のインリアル・ コミュニケーシ ョ
ンを受けての自開症児の反応
学生のインリアル・コミュニケーション分析
内容 イ～ク 28項 目に学生のインリアル・コミュ
ニケーションを受けての自開症児の反応が記述
されていた。
そ こで,イ ンリアル・コミュニケーション後
の学生の反応が どのようであったかを分析内容
イ～クか ら抽出し,さ らにイ ンリアル・ コミュ
ニケーション姿勢 と関連させてまとめたのが図
1である。
<児の反応>
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この児の反応は言語表現がなくてもその反応
行動は,児の気持ちや欲求が表現され,そ して
1つ 1つ の行動が遊びや学生という援助者に向
けられているのがよくわかる。
反応は自開症児であることを伺わせない程の子
ども反応である。そして学生は,児の世界に
入る (ソ )と いっているようにインリアル・コ
ミュニケーションで児の心理的体験を共にし,
Understandingを 経て,合 目的行動を児に方
向付けて遊びの目的を達成させている。
一方, B場面で学生は 「低緊張である児の身
体状況を知るために,意識して児を抱っこ」し
ている。この場面の分析内容は (オ,ク )で書
いたように看護学生として身体状況を観察しな
がら抱っこや着替えを助長させている。遊びを
通じて合目的行動を児に方向付けると共に,看
護学生としての合目的行動を児の合目的行動に
重ねるA学生のインリアル・コミュニケーショ
ンのレベルの高さがさらに明確になった。
A学生は (ソ ,ツ,ネ )で,ミ ラリング,モ
ニタリング,パ ラレル・ トークが児の世界に入
る基本であり,パ ラレル・ トークで児の気持ち
を代弁することは児が自分の気持ちを行動に移
インリアル・コミュニケーション
大人の基本姿勢第 1段 階
安心感 を見せ る(へ)   ・笑顔をみせ る(チ ・力)
興味を示す (り )     ・互いに寄 り添 う(二 ・ 卜)
互いに距離感を保つ(ワ ) ・児は学生に慣れる(力 )
児は片付けができた(ノ ) ・児は行動を触発 された(ヨ )
児は 自然に学生の手を握る(レ )
パラレル・ トークで登る・車を探 しにい く欲求がとれた児 (ナ ・キ)
含
言語表現・共同注意できない自開症児
インリア′い コミュニケーション
インリアルー コミ
学生
大人の基本姿勢第 2段階
問題改善を 日的 とした意味ある関ォつりで
発達を援助 ,特 に合 目的行動の援助
(´ ,ヽ 7, ノ)
図 1 インリアル・コミュニケーションによる児の反応
インリアル・コミュニケーションで自閉症児の
合目的的行動を誘発した学生の学び (その2)
す力になることを実感し学んでいる。
ミラリング,モニタリング,パ ラレル・ トー
クは言葉を表現できない自閉児の言葉であり,
その言葉を以て児は合目的行動をとることがで
きる。学生はそれに気づいて自分は児の気持ち
や行動の代弁者であると自覚 したと考えられ
る。学生は児の言葉になった。それこそが援助
者の第一義的役割を自閉症児の反応から学ぶこ
とができたと結論付けられた。
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Abstract
Aim:
This research is to show the actual effect of INREAL communication through the nursing
students'performance which enabled autistic children to act purTosefully. Consideration
is also given to effective ways of applying the principle and method of INREAL
communication in which the students were trained.
Method :
The record of practice of two third-year nursing students who took care of autistic children
at a day-care institute for physically and mentally heaviiy handicapped children were
analytica-lly summarized to clarify its significance.
Result and Discussion :
It was proved and maintained that the nursing students' basic stance of INREAL
communication i observation, understanding, listening, and special way of talkins to autistic
children, which was kept throughout the whole scene of two-day practice encouraged the
children to react in various ways and enabled them to act purposefully.
